














様式第二号の十三 (第ノ(条の十七の二関係)

(第 1面)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

特別管理産業廃棄物処理計画書

令不日5年 6月 26日

提出者

長崎県知事 大石 賢吾 殿

所

名

住

氏

諫早総合病院 院長

電話番号 0957-22-

長崎県諫早市永昌

独立行政法人地域

独立行政法人地域医療機能推進機構 諫早総合病院事 業 場 の 名 称

長崎県諫早市永昌東町 24番 1号事 業 場 の 所 在 地

令和 5年 4月 1日 から 令和 6年 3月 31日計 画 期 間

83 医療業①事 業 の 種 類

323床②事 業 の 規 模

716人 (令和 5年 6月 1日 現在)③従 業 員 数

感染性廃棄物→焼却→管理型埋立④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

-516:28

(日 本産業規格 A



(第 2面 )

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物 引火性廃油

排  出  量 113.877t 0.5415t

① 現状 (こ れまでに実施 した取組)

・院内管理規程に基づき、感染性廃棄物と非感染性廃棄物の徹底し

た分別を行 う。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物 引火性廃油

排  出  量 115.Ot 0。 6t

②計画
(今後実施する予定の取組)

・院内管理規程に基づき、感染性廃棄物と非感染性廃棄物の徹底し

た分別を行 う。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

(分別 している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

①現状

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す
る取組)

②計画



(第 3面 )

自ら行 う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生不1用 を行つた

特別管理産業廃棄物の量
t t

① 現状
(これまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

自ら行 う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

特別管理産業廃葉物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

特男1管理産業廃棄物の量
t t

(これまでに実施 した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行 う

特別管理産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
t t

②計画

(今後実施する予定の取組)



(第 4面 )

自ら行 う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

① 現状

自 ら埋 立 処 分

を 行 つ た

特別管理産業廃棄物の量

t t

(こ れまでに実施 した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

②計画

自 ら埋 立 処 分

を  行   う

特別管理産業廃棄物の量

t t

(今後実施する予定の取組)

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物 引火性廃油

全 処 理 委 託 量 113.877t 0.5415t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
113.877t 0.5415t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(こ れまでに実施した取組)



(第 5面 )

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物 引火性廃油

全 処 理 委 託 量 115.Ot 0。 6t

115,Ot 0.6t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

電子情報処理組織の使用

に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物

」F   出   量

(ポ )塩化ビフェエル廃棄物を除く。)

113.877t

(今後実施する予定の取組等)

・すでに導入済みです。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応 じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃葉物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入するこ

と。

4 「自ら行 う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、自ら中間処理を行 うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた特別管理産

業廃棄物の量と、自ら中間処理を行 うことによって減量した量について、前年度の実績、日標及

び取組を記入すること。

5 「自ら行 う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行 うことにより特別管理産業廃棄

物に該当しなくなつた産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

6 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令 (以下「令」という。)第 6条の14第 2号に該当する者)への処理委託量、

処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設

置者以外の熱回収を行つている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取

組を記入すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量

(ポ リ塩化ビフェニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げるものをいう。)を除く。)

を記入すること。その量が50ト ン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関する

取組等 (情報処理センターヘの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

規則第 8条の31の 4に該当するときは、その旨及び理由を含む。)について記入すること。

8 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業

廃棄物の種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該

欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな

いときは、「―」を記入すること。

9 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の十三 (第人条の十七の二関係)

(第 1面)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

特別管理産業廃棄物処理計画書

子年ぢ月二
l日令和

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所  長崎県南島原市深江町丁2405

氏 名  医療法人栄和会

泉川病院 院長 泉川

(法人にあつては、名称及び代表者の

電話番号  0957-72-2017

事 業 場 の 名 称 医療法人栄和会 泉川病院 院長 泉川 卓也

事 業 場 の 所 在 地 長崎県南島原市深江町丁2405

計 画 期 間 令和5年4月 1日 ～令和6年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

120床 (一般病床 :108床 地域包括ケア病床 :12床 )

廃棄物の発生

(使用後注射器・感染症患者診察後の廃棄物にて排出)

↓

感染性廃棄物 (特別管理産業廃棄物)収集運搬を委託

↓

焼却 (減容)処分を委託※サーマルリサイクル施設

↓

管理型埋立にて埋立

①事 業 の 種 類

②事 業 の 規 模

410名

83 医療業

③従 業 員 数

④特別管理産業廃棄物
の一連の処理の工程

-516,2
5

(日 本産業規格 A



(第 2面 )

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排   出  量 109。 41t t

(これまでに実施 した取組 )

① 現状

・再度分別徹底することと、詰めすぎない程度に排出容器の削減

に努める。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排   出  量 85,00t t

(今後実施する予定の取組 )

②計画
。再度分別徹底することと、詰めすぎない程度に排出容器の削減

に努める。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

上記 “抑制に関する事項①現状"の通り。また、廃棄物を排出する
だけではなく、焼却にて発電できる施設を選定している。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

上記 “抑制に関する事項①計画"の通り。
②計画



(第 3面 )

自ら行 う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】※該当なし

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行つた

特別管理産業廃棄物の量
t t

① 現状
(これまでに実施 した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

自ら行 う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】 ※該当なし

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

特別管理産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中問処理により減量した

特男1管理産業廃乗物の量
t t

(これまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行 う

特別管理産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
t t②計画

(今後実施する予定の取組)



(第 4面 )

自ら行 う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】※該当なし

特別管理産業廃棄物の種類

① 現状

自 ら 埋 立 処 分

を 行  つ た

特男1管理産業廃乗物の量

t t

(これまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

②計画

自 ら埋 立 処 分

を  行   う

特別管理産業廃棄物の量

t t

(今後実施する予定の取組)

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前 年 度 (令 和 4年 度 )実 績 】
半l又集運鰈 者と処/分業音́lよ別業者́嘱 、下記 2つ講 致しま或

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

全 処 理 委 託 量 109.41t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
109,41t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

109。 41t t

(これまでに実施した取組)

。収集運搬業者については、優良認定を取得している業者を選定
→(株)縣北衛生社

【許可番号 :長崎県 04260005214 優良】
・処分業者については、発電が行えるサーマルリサイクル施設を選定
→環境リサイクルエネルギー(株)

【許可番号 :佐世保市 08071167577】

※許可証を別紙②へ添付



(第 5面)

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

全 処 理 委 託 量 85,00t t

85,00t t

t t

t t

85,00t t

(今後実施する予定の取組)

・職員などへの分別に関する指導、教育の徹底

。定期的な契約内容の確認・訂正等。

電子情報処理組織の使用

に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】※実績なし

特別管理産業廃棄物

υ伊   出   量

(ポ )塩化ビフェニル腕棄物を除く。)

35.52t

(今後実施する予定の取組等)

R4年 10月 20日 より実施開始

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時′煮)等の業種に応 じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入するこ

と。

4 「自ら行 う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、自ら中間処理を行 うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた特別管理産

業廃棄物の量と、自ら中間処理を行 うことによつて減量した量について、前年度の実績、目標及

び取組を記入すること。

5 「自ら行 う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行 うことにより特別管理産業廃棄

物に該当しなくなつた産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

6 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令 (以下「令」という。)第 6条の14第 2号に該当する者)への処理委託量、

処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設

置者以外の熱回収を行つている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取

組を記入すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量

(ポ リ塩化ビフェニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げるものをいう。)を除く。)

を記入すること。その量が50ト ン以上の者にあつては、今後の電子情報処理組織の使用に関する

取組等 (情報処理センターヘの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

規則第 8条の31の 4に該当するときは、その旨及び理由を含む。)について記入すること。

8 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入 し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業

廃棄物の種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該

欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな

いときは、「 」を記入すること。

9 ※欄は記入 しないこと。



別紙①

産業廃棄物の処理に係る管理体制

内科

外科

整形外科
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院

　

長
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様式第二号の十三(第八条の十七の二関係)

(第１面)

特別管理産業廃棄物処理計画書

    令和５年 ６月 ３０日

長崎県知事 殿

提出者                  

住 所 長崎県平戸市田平町山内免６１２－４

氏 名 社会医療法人 青洲会 青洲会病院

院長 常光 信正

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号    ０９５０－５７－２０９６

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 社会医療法人 青洲会 青洲会病院

事 業 場 の 所 在 地 長崎県平戸市田平町山内免６１２－４

計 画 期 間 令和５年４月１日から令和６年３月３１日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 大分類：医療・福祉 中分類：医療業

② 事 業 の 規 模 病床数：１８３床

③ 従 業 員 数 ２２３人（常勤）５３人（非常勤）

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程

(日本産業規格 Ａ列４番)

青洲会病院 感染性廃棄物 委託処理

（中間処理・焼却）



(第２面)

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

① 現状

【前年度（  令和４ 年度）実績】      

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排 出 量 ６２．４ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

消毒などの感染対策の徹底。

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排 出 量 ４０ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

感染性廃棄物のため、クラスター発生に伴い、量が多くなってい

る。

消毒の徹底など、感染対策を行い、廃棄物を減らすよう努力する。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す

る取組）

院長

総務課

（処理計画作成担当）



（第３面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

① 現状

【前年度（  令和４ 年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量
０ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

これまでに、当院で再生利用を実施したことはない。

②計画

【目標】感染性廃棄物

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
０ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

引続き再生利用する予定はない。

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

① 現状

【前年度（  令和４ 年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量
０ｔ ｔ

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量
０ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

これまでに、当院で熱回収を実施したことはない。

  

②計画

【目標】  

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

自ら熱回収を行う

特別管理産業廃棄物の量
０ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
０ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

引続き熱回収する予定はない。



（第４面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

① 現状

【前年度（  令和４ 年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

自 ら 埋 立 処 分

を 行 っ た

特別管理産業廃棄物の量

０ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

これまでに、当院で埋立処分又は海洋投入処分を実施したことはな

い。

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う

特別管理産業廃棄物の量

０ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

引続き埋立処分又は海洋投入処分する予定はない。

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

① 現状

【前年度（  令和４ 年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

全 処 理 委 託 量 ６２．４ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
６２．４ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

０ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

県外の優良産業廃棄物処理業者へ処理を委託している。



（第５面）

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

全 処 理 委 託 量 ６２．４ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
６２．４ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
０ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

０ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

引き続き県外の優良産業廃棄物処理業者へ処理を委託する。

電子情報処理組織の使用

に関する事項

【前年度（  令和４ 年度）実績】

特別管理産業廃棄物

排 出 量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。）

６２．４ｔ

（今後実施する予定の取組等）

現在、電子マニフェスト使用中。

※事務処理欄



（第６面）

備考

１  前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ

と。

４ 「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産

業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及

び取組を記入すること。

５ 「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄

物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

６ 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令（以下「令」という。）第６条の14第２号に該当する者）への処理委託量、

処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設

置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取

組を記入すること。

７ 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第２条の４第５号イからハまでに掲げるものをいう。）を除く。）

を記入すること。その量が50トン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関する

取組等（情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

規則第８条の31の４に該当するときは、その旨及び理由を含む。）について記入すること。

８ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業

廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該

欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな

いときは、「―」を記入すること。

９ ※欄は記入しないこと。



 

 

様式第二号の十三(第八条の十七の二関係) 

(第１面) 

特別管理産業廃棄物処理計画書 

  令和５年 ６月 ２１日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県諫早市津久葉町1883-43 

氏 名 ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ㈱                

    長崎ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ 

  長崎TEC長 馬場 孝巨 

電話番号 0957-22-7111  

     

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の２第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 
ソニーセミコンダクタ マニュファクチャリング ㈱ 

長崎テクノロジーセンター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県諫早市津久葉町1883-43 

計 画 期 間 2023年4月1日～2024年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 半導体素子製造業 

② 事 業 の 規 模 ウェーハ生産枚数：99万枚 

③ 従 業 員 数 5,000名 

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程 
別紙－１参照 

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

(第２面) 

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

別紙－ ２ 参照 

 

 

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】       

特別管理産業廃棄物の種類 別紙－３ 参照  

排 出 量 別紙－３ 参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  

別紙－３ 参照 

  

 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 別紙－３ 参照  

排 出 量 別紙－３ 参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

別紙－３ 参照 

 

 

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・特別管理産業廃棄物については、４種類(廃油、廃酸、廃アル 

カリ、感染性廃棄物)に分別している。 

・製造ラインから排出される廃液については、廃液の特性を活かし

た社内での有効利用を図る為に廃液系統の細分化を行っている。 

 

②計画 

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す

る取組） 

・産業廃棄物として排出している物について、有価物化を図って 

いくために、市場のニーズにあった分別を調査し検討していく。 

《有価売却可能な物質の単独回収》 

 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 別紙－３ 参照  

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量 
別紙－３ 参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙－３ 参照 

 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 別紙－３ 参照  

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量 
別紙－３ 参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

別紙－３ 参照 

 

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類 別紙－３ 参照  

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量 
別紙－３ 参照 ｔ 

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量 
別紙－３ 参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙－３ 参照 

 

②計画 

【目標】   

特別管理産業廃棄物の種類 別紙－３ 参照  

自ら熱回収を行う 

特別管理産業廃棄物の量 
別紙－３ 参照 ｔ 

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量 
別紙－３ 参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

別紙－３ 参照 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 別紙－３ 参照  

自 ら 埋 立 処 分

を 行 っ た 

特別管理産業廃棄物の量 

別紙－３ 参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙－３ 参照 

 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 別紙－３ 参照  

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う 

特別管理産業廃棄物の量 

別紙－３ 参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

別紙－３ 参照 

 

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類 別紙－４ 参照  

全 処 理 委 託 量 別紙－４ 参照 ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
別紙－４ 参照 ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙－４ 参照 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙－４ 参照 ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙－４ 参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

別紙－４ 参照 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 別紙－４ 参照  

全 処 理 委 託 量 別紙－４ 参照 ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
別紙－４ 参照 ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙－４ 参照 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙－４ 参照 ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙－４ 参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

別紙－４ 参照 

 

 

 

 

電子情報処理組織の使用 

に関する事項 

【前年度（令和４年度）実績】 

特別管理産業廃棄物 

排 出 量 

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。） 

5,856.2ｔ 

（今後実施する予定の取組等） 

 

電子マニフェスト加入済み 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ

と。 

４ 「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産

業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及

び取組を記入すること。 

５ 「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄

物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。 

 ６ 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令（以下「令」という。）第６条の14第２号に該当する者）への処理委託量、

処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設

置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取

組を記入すること。 

 ７ 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第２条の４第５号イからハまでに掲げるものをいう。）を除く。）

を記入すること。その量が50トン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関する

取組等（情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

規則第８条の31の４に該当するときは、その旨及び理由を含む。）について記入すること。 

 ８ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業

廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該

欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな

いときは、「―」を記入すること。 

９ ※欄は記入しないこと。 

 



別紙-１ 廃棄物処理フロー（第一事業所）

発生源 廃棄物分類

排水処理設備

純水製造設備

一般可燃ごみ

ガラスくず

無機性汚泥

感染性廃棄物

事務所

診療所

処 理 ・ 処 分

無機性汚泥汚泥脱水施設

廃蛍光灯

排水

金属くず

純水

セメント原料

焼却施設 燃え殻（残渣） 埋立処分（管理型）

破砕・分別施設 金属回収

破砕・蒸留施設 水銀・ガラス・金属回収

焼却施設 燃え殻（残渣） 路盤材化

焼却施設 燃え殻（残渣） 埋立処分（管理型）

廃棄物処理の流れ 委託処理範囲

溶融処理

廃油

廃酸

廃アルカリ 焼却施設

焼却施設

燃料化

※助燃剤

中和処理
※中和処理後の汚泥

※カロリー抑制剤

洗浄液に利用 ※有価物

製造工程 破砕・分別施設 プラスチック原料

プラスチック原料化 ※有価物
焼却施設 ※助燃剤

廃プラスチック

原料化 ※有価物

埋立処分



発生源 廃棄物分類

排水処理設備

純水製造設備

一般可燃ごみ

ガラスくず

無機性汚泥

事務所

処 理 ・ 処 分

無機性汚泥汚泥脱水施設

廃蛍光灯

排水

金属くず

廃プラスチック

純水

セメント原料

破砕・分別施設

焼却施設 燃え殻（残渣） 埋立処分（管理型）

破砕・分別施設 金属回収

プラスチック原料

破砕・蒸留施設 水銀・ガラス・金属回収

焼却施設

焼却施設 燃え殻（残渣） 路盤材化

廃油

燃料化

排気設備 廃油（IPA）

※排気中のIPA成分回収

溶融処理

※助燃剤

廃棄物処理の流れ 委託処理範囲

プラスチック原料化 ※有価物
焼却施設 ※助燃剤

廃酸 原料化 ※有価物

別紙-１ 廃棄物処理フロー（第二事業所）

製造工程

中和処理
※中和処理後の汚泥

廃アルカリ 焼却施設 ※カロリー抑制剤

洗浄液に利用 ※有価物

埋立処分



法定管理者

内部環境監査員SCK環境会議

長崎TEC
環境会議

鹿児島

環境推進ブロック

事務局：環境部 環境課 長崎サイト環境係
TEC-EMS推進責任者：TEC長

PM：環境部長

事務局：環境部 環境課

議長：TEC長

山形 大分白石
蔵王

熊本鹿児島 山形 大分白石
蔵王

熊本長崎TEC
GM2025
推進PJ

GM2025推進ＰＪ

PM：製造部門長
事務局：環境部 環境課 長崎サイト環境係
【活動内容】
①GHG（温室効果ガス）排出量削減
②廃棄物排出量削減
③水使用量削減
④VOC（揮発性有機化合物）排出量削減

EMS推進責任者：環境部長

議長：代表取締役

事務局：環境部 環境課

別紙ー２

・公害防止統括者および代理者
・公害防止管理者および代理者(大気)
・公害防止管理者および代理者(水質)
・水質管理責任者
・特別管理廃棄物管理責任者

寺井 光彦
・エネルギー管理者

SSEMSSEM



別紙-３

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

燃えやすい廃油 ｔ 2,471.2 3,719.4 0 0 0 0 0 0 0 0

ｐＨ２．０以下の廃酸 ｔ 3,333.2 5,016.8 0 0 0 0 0 0 0 0

ｐＨ１２．５以上の廃アルカリ ｔ 51.8 78.0 0 0 0 0 0 0 0 0

感染性廃棄物 ｔ 0.0047 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 ｔ 5,856.2 8,814.2 0 0 0 0 0 0 0 0

・廃油、廃酸、廃アル
カリについては社内で
有効利用し、社外へ
の排出を抑制してい
る。
・環境マネジメントシス
テムに基づく改善活動
において、薬品等の
投入量削減などを行
い、排出量の抑制を
図っている。

・薬品等の投入量削
減を継続し実施してい
く。
・産業廃棄物から有価
物への移行を更に検
討していく。
・廃液処理方法変更
による廃液削減

― ― ― ― ― ― ― ―

産業廃棄物
の種類 排出量

自ら再生利用を行った
特別管理産業廃棄物

の量

取組み内容

特別管理産業廃棄物の
排出の抑制に関する事項

自ら行う特別管理産業
廃棄物の再生利用に

関する事項

自ら埋立処分を行った
特別管理産業廃棄物の量

自ら熱回収を行った
特別管理産業廃棄物

の量

自ら中間処理により
減量した特別管理産業

廃棄物の量

単
位

自ら行う特別管理産業廃棄物の
中間処理に関する事項

自ら行う特別管理産業廃棄物の
埋立処分に関する事項



別紙-４

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

燃えやすい廃油 ｔ 2,471.2 3,719.4 2,273.5 3,421.9 2,273.5 3,421.9 0 0 197.7 297.5

ｐＨ２．０以下の廃酸 ｔ 3,333.2 5,016.8 496.6 747.4 3,333.2 5,016.8 0 0 0 0.0

ｐＨ１２．５以上の廃アルカリ ｔ 51.8 78.0 37.9 57.0 37.9 57.0 0 0 13.9 21.0

感染性廃棄物 ｔ 0.0047 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0.0

合　計 ｔ 5,856.2 8,814.2 2,807.9 4,226.2 5,644.6 8,495.7 0 0 211.6 318.5

産業廃棄物
の種類

全処理委託量
優良認定処理業者
への処理委託量

取組み内容

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【2022年度に実施した取組み】

・処理委託については、ほぼ100%を再生または熱回収として継続利用
  できている。

【2023年度に予定している取組み】

・再生または熱回収業者への委託を継続して実施していく。
・産業廃棄物から有価物への移行を継続して検討していく。

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

再生利用業者
への処理委託量

認定熱回収業者
への処理委託量

単
位



様式第二号の十三 (第人条の十七の二関係 )

(第 1面 )

特別管理産業廃棄物処理計画書

令和 5年 4月 26日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

崎

崎

坂

長

長

人

所

名

長

者出

住

氏

院

提

県対馬

県対馬

貴宏

7

(法人にあつては、名 氏名 )

電話番号 0920-547111

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 長崎県対馬病院  院長 人坂 貴宏

事 業 場 の 所 在 地 長崎県紺馬市美津島町鶏知乙11687

計 画 期 間 令和5年4月 1日 ～令和6年3月 31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 83 医療業

②事 業 の 規 模 275床 (一般病床 :222床 精神 :45床 感染 :4床 結核4床 )

③従 業 員 数 449名

④特別管理産業廃棄物
の一連の処理の工程

廃棄物の発生

(使用済み注射器・感染患者診察後の廃棄物にてつ

'出

)

↓

感染性廃棄物 (特別管理産業廃棄物)収集運搬を委託

↓

焼去「処分を委託 (ア サヒプリテック (株 ))

-5,る`-2

(日 本産業規格



(第 2面 )

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排   出  量 53.784t t

① 現状 (こ れまでに実施 した取組 )

・特にありません (開 院後初めて50tを超えた為 )

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

排   出  量 30,00t t

(今後実施する予定の取組)

②計画

・りF出量の増加の原因はコロナ入院患者が使用した、弁当容器や

寝具など身の回りの物をすべて感染性廃棄物として廃棄した

のが原因です。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

院内処理できる廃棄物を、滅菌・破砕 し処分しております。

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す

る取組 )

再度分別を徹底 し、院内処理を行い削減に取 り組みます。
②計画



(第 3面 )

自ら行 う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

自ら再生利用を行つた

特別管理産業廃棄物の量
t t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

・コロナ入院患者の増力日に伴い

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

自ら行 う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

特別管理産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量
t t

(こ れまでに実施 した取組 )

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

特別管理産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
t t

②計画

(今後実施する予定の取組 )



(第 4面 )

自ら行 う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

① 現状

自 ら 埋 立 処 分

を 行  っ た

特別管理産業廃棄物の量

t t

(こ れまでに実施 した取組 )

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分

を  行   う

特別管理産業廃乗物の量

t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 53.784t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(こ れまでに実施 した取組 )



(第 5面 )

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 30.00t t

30.00t t

t t

t t

30.00t t

(今後実施する予定の取組 )

感染性廃棄物と産業廃棄物を適切に選別し減量化に努めます。

電子情報処理組織の使用

に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物

排   出   量

ば)矧ビフェニlレ廃棄物を除く。)

t

(今後実施する予定の取組等)

令和6年度において電子マニフェス トを導入致します。

※事務処理欄



(第 6面 )

備 考

1 前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績 )、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応 じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入するこ

と。

4 「自ら行 う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、自ら中間処理を行 うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行った特別管理産

業廃棄物の量と、自ら中間処理を行 うことによつて減量した量について、前年度の実績、日標及

び取組を記入すること。

5 「自ら行 う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行 うことにより特別管理産業廃棄

物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

6 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令 (以下 「令」という。)第 6条の14第 2号に該碧する者)への処理委託量、

処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設

置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取

組を記入すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量

(ポ リ塩化ビフェニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げるものをいう。)を除く。)

を記入すること。その量が50ト ン以上の者にあつては、今後の電子情報処理組織の使用に関する

取組等 (情報処理センターヘの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

規則第 8条の31の 4に該茎するときは、その旨及び理由を含む。)について記入すること。

8 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業

廃棄物の種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該

欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな

いときは、「―」を記入すること。

9 ※欄は記入しないこと。



別紙①

産業廃棄物の処理に係る管理体制

5階西病棟

5階束病棟

4階西病棟

4階東病棟
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様式第二号の十三(第八条の十七の二関係)

(第１面)

特別管理産業廃棄物処理計画書

  2022年  6月  14日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者                  

住 所 長崎県大村市久原2丁目1001-1      

氏 名 独立行政法人国立病院機構長崎医療センター

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0957-52-3121             

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 独立行政法人国立病院機構長崎医療センター

事 業 場 の 所 在 地 長崎県大村市久原2丁目1001-1

計 画 期 間 令和5年4月～令和6年3月

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 83 医療業

②事 業 の 規 模 643床

③従 業 員 数 1302人

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程

1.事業場にて廃棄物の発生

2.収集・運搬委託業者が回収及び処理委託先へ運搬

（積み替え保管あり）

3.処理委託業者が中間処理（焼却）を行う

4.処理委託業者が最終処分（埋立）を行う

なお最終処分場は3か所

(日本産業規格 Ａ列４番)



(第２面)

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

① 現状

【前年度（令和４年度）実績】      

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排 出 量 346.314ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

分別の徹底

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排 出 量 346.314ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

これまで同様分別の徹底に努める。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す

る取組）

院内感染対策チーム

感染性廃棄物企画課担当者（事務職）

リンクスタッフ連絡会議 病棟巡回・

医療廃棄物グループ



（第３面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

① 現状

【前年度（令和４年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

① 現状

【前年度（令和４年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量
ｔ ｔ

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

   

②計画

【目標】  

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

特別管理産業廃棄物の量
ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）



（第４面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

① 現状

【前年度（令和４年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分

を 行 っ た

特別管理産業廃棄物の量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う

特別管理産業廃棄物の量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

① 現状

【前年度（令和４年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

全 処 理 委 託 量 346.314ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）



（第５面）

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

全 処 理 委 託 量 346.314ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

電子情報処理組織の使用

に関する事項

【前年度（令和４年度）実績】

特別管理産業廃棄物

排 出 量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。）

346.314ｔ

（今後実施する予定の取組等）

業者選定の際に、電子マニフェスト対応可能な業者のみとする。

電子マニフェストの導入が未だ行えていないため、導入する。

※事務処理欄



（第６面）

備考

１  前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ

と。

４ 「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産

業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及

び取組を記入すること。

５ 「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄

物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

６ 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令（以下「令」という。）第６条の14第２号に該当する者）への処理委託量、

処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設

置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取

組を記入すること。

７ 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第２条の４第５号イからハまでに掲げるものをいう。）を除く。）

を記入すること。その量が50トン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関する

取組等（情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

規則第８条の31の４に該当するときは、その旨及び理由を含む。）について記入すること。

８ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業

廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該

欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな

いときは、「―」を記入すること。

９ ※欄は記入しないこと。



様式第二号の十二 (第八条の十七の二関係)

(第 1面 )

特別管理産業廃棄物処理計画書

令和 5年  5月  H日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者 株式会社 バルカー・エフエフティ

住 所 長崎県大村市雄ヶ原町1313-71

氏 名 代表取締役社長 渡邊 省吾

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0957-50-1512 FAX 0957-53-2062

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 株式会社 バルカー・エフエフティ

事 業 場 の 所 在 地 長崎県大村市雄ヶ原町1313-71 (ハ イテクパーク内)

計 画 期 間 令和5年 4月  1日 から 令和5年  3月 31日 まで

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 29: 半導体素子製造業

②事 業 の 規 模 資本金 472,500千 円

③従 業 員 数 150名

―
有害廉百を

―
"・

 供給液

→  製品

④特別管理産業廃棄物
の一連の処理の工程 :処理委託  :

原料(膜付シリコンウエハ)

強酸に種混酸)

廃液

貯留槽

膜処理

薬品槽

純水 バキューム

ローリー回収
洗浄槽

(すすぎ槽)

排水設備

中間処理

廃酸回収

タンク

(日 本産業規格 A列 4番 )



(第 2面 )

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 強酸 (三種混酸)

排   出  量 64.8t t

① 現状 (こ れまでに実施した取組)

。加工製品洗浄における希釈水の中間処理。
。製造効率改善による使用量削減。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

排   出  量 80.Ot t

②計画 (今後実施する予定の取組)

。現状の取り組み継続推進。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

。加工製品洗浄における希釈水

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す

る取組)

・力日工製品洗浄における希釈水
②計画



(第 3面)

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

特別管理産業廃乗物の種類

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量
Ot t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
Ot t

②計画
(今後実施する予定の取組)

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量
Ot t

① 現状
自ら中間処理により械量した

特別管理産業廃棄物の量
8.5t t

(こ れまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

特別管理産業廃棄物の量
Ot t

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
10.5t t

②計画

(今後実施する予定の取組)



(第 4面 )

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

① 現状

自 ら 埋 立 処 分

を 行  っ た

特別管理産業廃棄物の量

Ot t

(こ れまでに実施した取組)

。なし

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分

を   行   う

特別管理産業廃棄物の量

Ot t

②計画

(今後実施する予定の取組)

。なし

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 強酸 (三種混酸)

全 処 理 委 託 量 64.8t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
Ot t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
Ot t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot t

認定熱回収業者以外の

熟回収を行う業者への

処 理 委 託 量

Ot t

(こ れまでに実施した取組)

・希釈水排水の中間処理設備状態管理確認。



(第 5面)

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 80,Ot t

Ot t

Ot t

Ot t

Ot t

(今後実施する予定の取組)

・製造効率改善による使用量 (対象薬品の原単位)削減。

・処理委託業者の優良認定取得取り組み状況の確認。

電子情報処理組織の使用

に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物

排   出   量

(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

64.8t

(今後実施する予定の取組等)

・令和2年4月 1日 より電子マニフェス トJWNET加入。

(収集運搬及び処理委託先は電子マニフェス トJWNET運用)

※事務処理欄



(第 6面)

備考

1 前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

C)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

偲)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入するこ

と。

4 「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産

業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、日標及

び取組を記入すること。

5 「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄

物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

6 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令 (以下「令」という。)第 6条の14第 2号に該当する者)への処理委託量、

処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15

条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設

置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取

組を記入すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量

(ポ リ塩化ビフェニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げるものをいう。)を除く。)

を記入すること。その量が50ト ン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関する

取組等 (情報処理センターヘの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

規則第 8条の31の 4に該当するときは、その旨及び理由を含む。)について記入すること。

8 それぞれのホ「調に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業

廃棄物の種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該

欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな

いときは、「一」を記入すること。

9 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の十二 (第八条の十七の二関係)

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

特別管理産業廃棄物処理計画書

令和 5年 5月 11日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

5番

ロ

牧

所

名

者出

住

氏

提

崎

カ

長

く
ヽ

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0957-26-6001

事 業 場 の 名 称 ミカロームエ業株式会社 長崎工場

長崎県諫早市津久葉町 5番地47事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間 令和 6年 3月 31日  (1年 間 )令和 5年 4月 1日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

クロム系,シアン系排水 ろ過 イオン交換通水

薬剤処理 加圧脱水スラッジ化酸,アルカ リ汚水

社内貯蔵 産廃業者へ中間処理委託

フッ素系排水

めっき老廃液

固形廃棄物

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

38名

金属製品製造業  〔24〕

製造品出荷額 5億 440万 円

③ 従 業 員 数

(酸化,還元,中不動 ※社内中間処理
④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程

ギ,■、子ダ

(日 本産業規格 A



(第 2面 )

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物のつF出 の抑制に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

排  出  量

(こ れまでに実施した取組)

① 現状
特別管理産業廃棄物の発生源となる電気めっき工程途中

製品付着処理液を処理槽内で水洗にて除去し、槽外への

持ち出しを減少させることと、一部の処理工程内に於いて

水洗槽を設置することで、排出濃度の低減と排出量の

抑制を図った。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

排   出  量

②計画 (今後実施する予定の取組)

現行処置の継続及び、水洗槽の有効活用を促進する。

新規取組計画なし。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

各種廃棄物の種類毎に名称識別した専用の容器を所定の

位置に配置し、排出元の管理者主導による分別状態の適正化

を確認管理している。

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に

関する取組 )

現行処置を継続。新規取組計画無し。
② 計画



(第 3面 )

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

① 現状

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量

(こ れまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

②計画

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 Cr o CN系めっき洗浄水

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量

① 現状
自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量

(こ れまでに実施した取組)

めっき後、製品に付着した処理液を槽外での二次水洗或いは、

水洗槽内で希釈することで処理液濃度を下げ処理量を少なくし、

社内処理 (ろ過→イオン交換通水→薬剤処理→加圧脱水)にて

産廃処理依頼スラッジ量を減量した。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 Cr o CN系めっき洗浄水

自ら熱回収を行う

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

②計画

現行処置を継続。新規取組無し。



(第 4面 )

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

① 現状

自 ら 埋 立 処 分

を 行  っ た

特別管理産業廃棄物の量

(こ れまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

②計画

自 ら埋 立 処 分

を  行   う

特別管理産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

(こ れまでに実施した取組)

各種廃棄物の処理対応可能業者を選定し、社内で発生する

廃棄物全ての処理処分を当該業者へ委託した。

又、収集運搬に関しても同様に専門業者へ全面依頼した。



(第 5面 )

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

(今後実施する予定の取組)

現行処置を継続。新規取組計画無し。

電子情報処理組織の使用

に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

特別管理産業廃棄物

〕F   出   量

(ポリ塩化ビフェエル廃棄物を除く。)

187.64t

(今後実施する予定の取組等 )

2020年 4月 に加入した電子マニフェスト(」 WNET)の
適時活用。

※事務処理欄



<特 別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 (第2面の別紙 )>
引火性廃油

計画(目 標)

0.52 0_00

現状(実績)

]会アルカリ

計画(目 標)

22_00

現状(実績)

20_33

強酸

計画(目 標)

65_00

現状(実績)

58_20

廃油(有害 )

計画(目 標)

0.00

現状(実績)

2.91

汚泥(有害 )

計画(目 標)

5_50

現状(実績)

0.52

強アルカリ(有害 )

計画(目 標)

0_00

現状(実績)

0_00

廃アルカリ(有害 )

計画(目 標)

27_52

現状(実績)

23_32

強酸(有害 )

計画(目 標)

6.00

現状(実績)

14_16

廃酸(有害 )

計画(目 標)

19.00

現状(実績)

11_63

項 目

排出量

<特 別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 (第4,5面の別紙 )>
引火性廃油

現状(実績)計画(目 標)

0_00

0_52 0_00

0_00 000

000

000

0_52

000

0_00

強アルカリ

計画(目 標)

22.00

22_00

0_00

0_00

000

現状(実績)

20_33

20.33

0_00

000

0.00

強酸

計画(目 標)

65_00

65_00

000

000

000

現状(実績)

58_20

58_20

0_00

000

0_00

廃油(有害 )

計画(目 標)

0_00

0_00

000

000

0_00

現状(実績)

2_91

2_91

000

0_00

000

汚泥(有害 )

計画(目 標)

5.50

5_50

000

0_00

000

現状(実績)

0_52

0.52

000

0_00

000

強アルカリ(有害 )

計画(目 標)

0.00

0_00

000

000

0.00

現状(実績)

0_00

0_00

000

000

0_00

廃アルカリ(有害 )

計画(目 標)

27_52

27_52

000

000

000 | 0_00

現状(実績)

28_82

28_82

0_00

0_00

強酸(有害 )

計画(目 標)

6_00

6_00

0.00

000

000

現状(実績)

14.16

14_16

000

000

000

廃酸(有害 )

計画(目 標)

19_00

10_00

9_00

0.00

0_00

現状(実績)

11_63

2_37

9.26

0_00

000

項 目

全処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

(単位 iton)



様式第二号の十三(第八条の十七の二関係)

(第 1面 )

落
~T~

螂

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の減

量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

特別管理産業廃棄物処理計画書

令和す年『 月26日

4番地2住

氏

長崎県知事 殿

電話番号 095

名 SUMCO

提出者

所 長崎県

事 業 場 の 名 称 SUMCO TECHXⅣ株式会社 生産技術本部 長崎事業所

事 業 場 の 所 在 地 長崎県大村市雄ケ原町1324番地2

令和5年4月 1日 ～令和6年3月 31日計 画 期 間

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類

資本金 100百万円②事 業 の 規 模

1,206名

別紙の通り

③従 業 員 数

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程

24金属製品製造業

(半導体用シリコンウェーハの製造)

-5680
(日 本工業規格



(第 2面 )

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度(令和 4年度)実績】別紙の通り

特別管理産業廃棄物の種類 全体

排   出  量 327.5t t

①現状 (これまでに実施した取組)

・廃酸の排水処理による廃棄物発生量の抑制
日材料の使用量削減による発生量の抑制

【目標】男1紙の通り

特別管理産業廃棄物の種類 全体

排  出  量 331.9t t

②計画
(今後実施する予定の取組 )

・現状の取り組みを継続推進
口汚泥発生量(含水率)の抑制

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

特になし

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する

取組)

特になし

②計画



(第 3面 )

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度(令和4年度)実績】男1紙の通り

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行つた

特別管理産業廃棄物の量
0.Ot t

① 現状

(これまでに実施した取組 )

【目標】月1紙の通り

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
0.Ot t

②計画

(今後実施する予定の取組 )

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度(令和 4年度)実績】男1紙の通り

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

特別管理産業廃棄物の量
0.0七 t

①・ 状
自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量
0,Ot t

(これまでに実施した取組)

【目標】別紙の通り

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

特別管理産業廃棄物の量
Ot t

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
Ot t

②計画

(今後実施する予定の取組)



(第4面 )

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度(令和 4年度)実績】別紙の通り

特別管理産業廃棄物の種類

① 現状

自 ら埋 立 処 分

を 行  つ た

特別管理産業廃棄物の量

0.Ot t

(これまでに実施した取組)

【目標】別紙の通り

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら埋 立 処 分

を  行   う

特別管理産業廃棄物の量

0.Ot t

②計画

(今後実施する予定の取組)

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(令和 4年度)実績】別紙の通り

特別管理産業廃棄物の種類 全体

全 処 理 委 託 量 327.5t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
165.9t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
327.4t t

① 現】犬
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

Ot t

(これまでに実施した取組)

H再資源材料としての再利用



(第 5面 )

②計画

【目標】男1紙の通り

特別管理産業廃棄物の種類 全体

全 処 理 委 託 量 331,9t t

267.Ot t

331.8t t

O.Ot t

0.Ot t

(今後実施する予定の取組)

・現状の取り組み継続推進
口汚泥排出量(含水率)の抑制

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)① lF束号には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)② I聞には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績 )、 建設業の場合における元請完成工事

高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規模が分かる

ような前年度の実績を記入すること。

(3)④l関には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了する

までの一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4「 自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行つた場合における熱回J又を行つた特別管理産業廃棄物の

量と、自ら中間処理を行うことによつて減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入する

こと。

5「 自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄物に該当しなく

なつた産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

6「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、全

処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法

律施行令第6条の14第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回

収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である

処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

フ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と記

入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業廃棄物の種類が3

以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記

入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「一」を記入すること。

8※欄は記入しないこと。



特別管理産業廃棄物処理計画実施状況 (令和4年 )

00

00

00

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者ヘ

の処理委託量

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

認定熱回収業者ヘ

の処理委託量

00

00

00

00

00

3274

再生利用業者への
処理委託量

1045

00

1045

41

4可

2157

31

2188

00

00

613

00

01

1659

優良認定処理業者
への処理委託量

1045

00

1045

00

00

582

31

41

2157

31

2188

00

01

3275

全処理委託量

1045

00

1045

41

00

00

00

00

00

00

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行
う産業廃葉物量

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

自ら中間処理に
より減量した産
業廃葉物量

00

00

00

00

00

自ら熱回収を行つた
産業廃棄物量

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

自ら再生利用を行つ
た産業廃棄物量

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

2157

31

2188

00

01

3275

産業廃棄物
排出量

1045

00

1045

41

41

■0

710

40

40

1200

00

1200

01

01

1952

産業廃棄物
発生量の目標

(計画)

700

貼付油廃液 他

ライト廃液

汚 泥

小 計

六価クロム含有

その他

小計

ヒ素含有

その他

小計

低引火点

廃実物名

汚 泥

廃油

廃酸

PCB廃棄物 (変圧器)

感染性廃棄物(医療)

計

SUMCO TECHXIV株 式会社



特別管理産業廃棄物処理計画 (令和5年度 )

00

0.0

0.0

00

0.0

0.0

0.0

0.0

00

00

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

0.0

00

00

0,0

認定熱回収業者ヘ

の処理委託量

0.0

0.0

00

O.0

0.0

00

331.8

再生利用業者への

処理委託量

97.0

iO

980

3.8

3.8

230.0

230.0

0.0

0.0

2670

優良認定処理業者
への処理委託量

970

■0

970

0,0

00

170,0

1700

00

0.0

230.0

0.0

0.1

3319

全処理委託量

97,0

■0

980

3.8

38

230.0

00

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行
う産業廃棄物量

00

00

0.0

0,0

0.0

0.0

00

00

0.00.0

00

自ら中間処理
により減量した
産業廃棄物量

00

00

0.0

00

0.0

0.0

00

00

00

0.0

00

0.0

0.0

0,0

0.0

0.0

自ら熱回収を行つた
産業廃葉物量

0.0

0.0

00

0.0

00

00

0.0

0,0

00

0.0

00

00

自ら再生利用を行つ
た産業廃棄物量

01

331.9

産業廃棄物
排出量

97.0

■0

980

3.8

3.8

2300

230.0

0.0

2300

0.0

0.1

3319

産業廃棄物
発生量の目
標 (計画 )

970

■0

98.0

3.8

3.8

230.0ライト廃液 他

汚 泥

貼付,由 廃液 他

ヒ素含有

その他 汚泥

′Jヽ言十

低引火点

小計

六価クロム含有

小計

廃酸

PCB廃棄物(コンデンサ)

感染性廃棄物(医療)

計

廃棄物名

汚 泥

廃 油

SUMCO TECHXIV株 式会社
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